
再配達を減らしましょう

今回のテーマ 蒲郡市では地球温暖化防止対策に向けた取り組み
として、市民一人ひとりが地球温暖化問題に対する
関心を高め、環境にやさしい行動をとっていただけるよ
うに、地球温暖化対策に関する様々な情報を、「環
境ＮＥＷＳ」として月１回発行してまいります。
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近年、インターネットを利用した通信販売などが急速に拡
大し、宅配便の取り扱い個数が増加している中で、宅配便
の再配達はCO2排出量の増加やドライバー不足を深刻化さ
せるなど、重大な社会問題の一つとなっています。

再配達の何が問題なの?現状はどうなっているの?

宅配便と再配達の現状

全国の１年間の宅配便 再配達の割合

約５０．６億個

年々増加。ここ20年で約1.9倍になっている。
（令和4年度宅配便取扱実績:国土交通省調査）

約１０．４％

（令和6年4月再配達率:国土交通省調査）

再配達の問題点
再配達による

トラックからのCO2排出量 再配達による労働力の損失

約２５．４万ｔ／年

（令和2年度国土交通省試算）

約６万人分／年

（国土交通省調査ホームページ「宅配便の再配
達削減に向けて」より

CO2

再配達は、受け取る方も、配達員さんも、そし
て地球にも負担をかけています。この状況を改
善するために、再配達を減らしましょう!



再配達を減らすために私たちができること

↑出典:国土交通省ホームページ（https://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/freight/re_delivery_reduce_pr.html）

再配達を減らすため、私たちにも荷物を送る立場、受け取る
立場としてできることがあります。ここでは、宅配便を利用
するときにお願いしたい具体的なアクションを紹介します。
自分（相手）が１回で確実に受け
取れる日時・場所を指定しましょう

送り先の住所は正しく記載しましょう

まとめ買いで
配送回数を減らしましょう

各宅配事業者の通知サービス
を活用しましょう

急ぎ便は状況に応じて
使い分けましょう

宅配ボックス・置き配
を活用しましょう

コンビニ受け取り
を活用しましょう

街なかにある宅配ロッカー
を活用しましょう

宅配
BOX


